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市制施行５０周年を記念し、本市の名誉市民
である宮崎駿氏（スタジオジブリ）に描いてい
ただいた市のイメージキャラクターです。

 ホ ー ム ペ ー ジ http://www.city.koganei.lg.jp/
 モバイル（携帯電話）版 http://www.city.koganei.lg.jp/m/index.htm 毎月１・15日発行
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主
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内
容

◆健康ガイド
乳がん検診、健康講演会
脳血管疾患について、子
宮がん検診　ほか …６面

◆福祉のひろば
各種手当等を受けている
方へ現況届の提出を忘れ
ずに　ほか …４～６面

◆催し
三宅島帰島１０周年に伴う
パネル展、第６７回市民体
育祭　ほか …１１・１２面

◆お知らせ
パブリックコメント募集、委員募
集、東センターの事業運営を委託、
福祉会館閉館に伴う説明会、まなび
あい出前講座　ほか…２～４、１２面

納付書裏面等に記載の場所で納付してください。
便利な口座振替をご利用ください。

市民税・都民税 …………… 第２期分
国民健康保険税 ……………第２期分
後期高齢者医療保険料 ……第２期分

夏の作文「わたしの青春時代」は７～９面に掲載
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　「市報こがねい」に掲載する広告を募集しま
す。
　市報は、毎月１日・１５日に発行し、市内の全
戸・全事業所に配布しています。有効な広告媒
体ですので、ぜひ、ご活用ください。
　申込方法等詳しくは募集案内をご覧くださ
い。
広告掲載号　平成２７年１０月１５日号、１１月１日号
規格・広告掲載料　右表のとおり（広告掲載料
は１件当たり）
募集案内配布　８月２８日（金）までの午前８時
３０分～正午、午後１時～５時（土曜・日曜日を
除く）に、広報秘書課広報係で配布しているほ

か、市ホームページからダウンロードできま
す。
申　込　８月２８日までに、直接、申込書に必要
事項を明記し、必要書類を添えて、広報秘書課
広報係（市役所本庁舎２階☎０４２－３８７－９８０３）
へ。

刷　色広告
掲載料

規格
（縦×横）

広告
種別

２色（色は
市が指定）

８０,０００円８.５㎝×７.５㎝１号
広告

４０,０００円４.０㎝×７.５㎝２号
広告

　原爆死没者のめい福と世界恒久平和の実現を願って、広島および
長崎に原爆が投下された時刻に、家庭や職場などで１分間の黙とう
をされるよう、ご協力をお願いします。
と　き　渇８月６日（木）午前８時１５分＝広島原爆投下時刻
渇８月９日（日）午前１１時２分＝長崎原爆投下時刻
問合先　広報秘書課広聴係（☎０４２－３８７－９８１８） 原爆ドーム（広島市）

原爆死没者への黙とうに
ご協力をお願いします　消費税率の引き上げによる影響を緩和するため、低所得の

方に対して、臨時福祉給付金を支給します。
　支給対象となる可能性がある方には、７月末に申請書等を
送付しましたので、支給対象の方は、申請期間内に同封の返
信用封筒で返送してください。また、申請期間中は、市役所
第二庁舎８階８０２会議室でも受け付けます。（正午～午後１
時、土曜・日曜・祝日・年末年始を除く。）
※　申請開始当初の窓口は大変混雑しますので、なるべく郵
送で申請してください。
申請期間　８月３日（月）～平成２８年１月１５日（金）消印有
効
必要書類　渇申請書　渇振込口座の通帳の写し　渇本人確認
書類の写し（運転免許証、パスポート、住民基本台帳カード
等）
支給対象者　次の全てに該当する方
渇　平成２７年１月１日現在、小金井市の住民基本台帳に登録
されている方
渇　市民税（均等割）が課税されていない方または市の条例
で定めるところにより市民税を免除された方（市民税を課
税されている方の扶養親族等は除く）
渇　生活保護の受給者ではない方
給付額　１人につき６千円
問合先　市臨時福祉給付金専用ダイヤル（☎０５７０－００－
９９９２）

熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱熱中中中中中中中中中中中中中中中中症症症症症症症症症症症症症症症症熱中症にににににににににににににににににごごごごごごごごごごごごごごごご注注注注注注注注注注注注注注注注意意意意意意意意意意意意意意意意ご注意ををををををををををををををををを熱中症熱中症ににご注意ご注意をを　

本
格
的
な
夏
を
迎
え
、
連

日
、
各
地
で
記
録
的
な
暑
さ
が

続
い
て
い
ま
す
。
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っ
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待
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た
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。
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。
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を
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な
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夏
休
み
の
計
画
は 
既 
に
お
立

す
で

て
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
熱

中
症
や
交
通
事
故
に
注
意
し
、

小
金
井
市
内
を
探
索
す
る
こ
と

を
お
勧
め
し
ま
す
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自
然
環
境

に
恵
ま
れ
た
私
た
ち
の
ま
ち

は
、
自
転
車
や
徒
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で
周
遊
す

る
に
は
程 
好 
い
地
形
で
も
あ
り

よ

ま
す
。
早
朝
か
ら
多
く
の
方
々

が
、
都
立
の
小
金
井
公
園
、
武

蔵
野
公
園
、
野
川
公
園
や
玉
川

上
水
、
野
川
沿
い
を
歩
い
た
り

ジ
ョ
ギ
ン
グ
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ど
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ま
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も
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友
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ま
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。
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く
さ
ん
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っ
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、
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に
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っ
て
い
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す
。

　

こ
の
夏
の
ス
ポ
ー
ツ
の
明
る

い
話
題
を
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ら
せ
し
ま
す
。

北
京
で
開
か
れ
る
「
世
界
陸
上

競
技
選
手
権
大
会
」
女
子
５
千

㍍
に
、
本
町
５
丁
目
在
住
の
鈴

木
亜
由
子
さ
ん
（
日
本
郵
政
グ

ル
ー
プ
女
子
陸
上
部
）
が
出
場

し
ま
す
。
８
月　

日
が
予
選
、

２７

決
勝
は　

日
で
テ
レ
ビ
放
映
も

３０

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
鈴
木
さ

ん
の
素
晴
ら
し
い
走
り
に
期
待

し
ま
す
。
皆
さ
ん
で
応
援
し
ま

し
ょ
う
。
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金
井
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長

市報こがねい 広告主を募集
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【暑さを避ける】
　気温や湿度が高い日は適度に扇風機や
エアコンを使いましょう。遮光カーテ
ン、すだれ、打ち水を利用することも有
効です。また、外出する際は日傘や帽子
で直射日光を避けるよう心がけましょ
う。

予防のポイント

【服装を工夫する】
　通気性のよい素材のものを選び、襟元
をなるべく緩めるなど、通気をよくしま
しょう。
【こまめに水分補給をする】
　体温を下げるためには、しっかりと汗
をかくことが重要です。失った水分と塩
分は十分に補給しましょう。
【体調を考慮する】
　二日酔い、風邪、寝不足、食事を取っ
ていないなどの状態では、暑いところで
の活動を控えましょう。
 

　熱中症は早い段階での対応が重要で
す。症状が現れたら、適切に処置しまし
ょう。
渇　エアコンが効いている室内や風通し
のよい日陰など、涼しい場所へ避難す
る。
渇　衣服をゆるめ、からだを冷やす（特
に、首の周り、 脇 の下、足の付け根な

わき

ど）
渇　水分・塩分を補給する。
渇　自力で水が飲めない、意識がないな
どの場合は、すぐに救急車を呼ぶ。

応急処置

　熱中症は、高温多湿な環境に長く
いることで、徐々に体の水分や塩分
のバランスが崩れ、体温調節機能が
うまく働かなくなり、体内に熱がこ
もった状態を指します。屋外だけで
なく室内にいるときにも注意が必要
です。目まい、立ちくらみ、手足の
しびれ、吐き気などの症状がみら
れ、重症化すると命にかかわること
もあります。なお、高齢者は暑さや
水分不足に対する感覚機能が低下し
ており、暑さに対するからだの調整
機能も低下しているので、特に注意
が必要です。
問合先　健康課健康係（☎０４２−３２１
−１２４０）


